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2 安全と環境 
Pos: 4 /T D/Überschriften/2.1 Zu diese m Dokume nt @ 0\ mod_1173 7752 52351 _79. docx @ 346 @ 2 @ 1   

2.1. 取扱説明書について 
Pos: 5 /T D/Sicherheit und Umwelt/Zu die sem D okument/Verwendung/Verwendung (Standard) @ 0\ mod_117 3775 06855 4_79. docx @ 337 @ 5 @ 1   

使用 
> ご使用の前に十分に取扱説明書を読んで、測定器を理解してからご

使用ください。怪我や製品の損傷をしないように、安全上の注意と警

告を特に注意してください。 
> 必要な際は、本書をすぐに見ることができるようにお手元においてお

使いください。  
> この製品を使う人に本書を渡してお使いください。 

Pos: 6 /T D/Sicherheit und Umwelt/Zu die sem D okument/Symbole und Schreibkonventionen/Sy mbole und S chreibk onv. [Standard_groß] @ 0\mod_ 1174 98214 0622_ 79.docx @ 5 15 @ 5 @ 1  
 

記号と 文字の意味 
 

表示  説明  

 
警告・注意レベルに対する意味: 
警告! 重度の傷害を負う可能性があります。 
注意! 傷害を負う可能性や測定器にダメージを

引き起こす可能性があります。 
> 事前に本書をよく読み、定められた用法に従っ

てご使用ください。 

 
重要情報: 取扱いの注意や重要事項について 
書かれています。 

1. ... 
2. ... 

操作: 順序に従い、決まった操作をして下さい。 

> ... 操作: 単独の操作、あるいはオプション機能の操

作です。 

- ... 操作結果を示します。 

メニュー ディスプレイ上に表示される文字や記号などを表

します。 
[OK] 測定器のコントロールキー、またはプログラムメニ

ューの確定ボタンを表します。 
... | ... メニュー内の機能またはパスを示します。 

“...” 入力値の例を引用符で囲んでいます。 
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Pos: 7 /T D/Überschriften/2.2 Sicherheit gewährleiste n @ 0\ mod_11 7378 07839 60_79 .docx @ 366 @ 2 @ 1  
 

2.2. 安全の遵守 
Pos: 8 /T D/Sicherheit und Umwelt/Sicher heit gewährleisten/Gerät bei Beschädigungen ni cht in Betrieb ne hme n @ 0\ mod_1 18698 5945 375_7 9.docx @ 225 2 @  @ 1  
 

> 筐体、電源などに破損の兆候があるときは、測定器を使わないでくだ

さい。  
Pos: 9 /T D/Sicherheit und Umwelt/Sicher heit gewährleisten/Keine M essung an spannungsführenden Teilen @ 0\ mod_117 56925 6416 4_79. docx @ 592 @  @ 1  
 

> 絶縁されていない通電している場所には触れないでください。 
Pos: 1 0 /TD/Sicherheit und Umwelt/Sicherheit gewährleiste n/Ni cht mit Lösungsmitteln lagern @ 0\ mod_11 7569 23751 79_79 .docx @ 583 @  @ 1  
 

> 溶剤と一緒に保管しないでください。乾燥剤もご使用にならないでく

ださい。 
Pos: 1 1 /TD/Sicherheit und Umwelt/Sicherheit gewährleiste n/Nur beschriebe ne Wartungsarbeite n dur chführe n @ 0\ mod_11 7569 27051 95_7 9.docx @ 601 @  @ 1   

> 取扱説明書に記載されている事項を守って、メンテンスや修理を行

ってください。また、テストー純正部品を必ずご使用ください。  
Pos: 1 2 /TD/Sicherheit und Umwelt/Sicherheit gewährleiste n/vor Ort gültige Sicher heitsbe stimmung en bea chte n @ 0\ mod_118 6997 10732 8_79. docx @ 2298 @  @ 1  
 

> 測定しているシステムもしくは環境から危険なことが起こるかもしれま

せん。測定の際は、安全に関する規制を守って行ってください。 
Pos: 1 3 /TD/Überschrifte n/2.3 Umwelt schützen @ 0\mod_ 1173 78084 3645_ 79.docx @ 3 75 @ 2 @ 1   

2.3. 環境の保護 
Pos: 1 4 /TD/Sicherheit und Umwelt/Umwelt schütze n/Akkus/ Batterien entsorgen @ 0 \mod_1 1756 9363 7007_ 79.docx @ 61 9 @  @ 1  
 

> 使用済みの電池を廃棄するときは、管轄の自治体の廃棄方法に従っ

て処分してください。 
Pos: 1 5 /TD/Sicherheit und Umwelt/Umwelt schütze n/Pr odukt entsorgen @ 0\mod_ 11737 8030 7072_ 79.docx @ 3 57 @  @ 1   

> 測定器本体を廃棄する場合は、管轄の自治体の廃棄方法に従って 
処分してください。 
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Pos: 1 6 /TD/Überschrifte n/3. Leistung sbeschrei bung @ 0\ mod_1173 7747 9155 4_79. docx @ 301 @ 1 @ 1   

3 仕様 
Pos: 1 7 /TD/ Leistung sbeschrei bung /Verwendung/testo 4xx/testo 420 @ 1 7\mod_ 1425 63159 5907_ 79.docx @ 2 09797 @  @ 1   

testo 420 は、空調、換気の風量測定（主なアプリケーション）、ピトー管

での測定、差圧測定に使います。交換可能なフードのおかげで、

testo 420 は様々なサイズの給排気口で測定できます。  
testo 420 は、Bluetooth 経由で testo Smart アプリ (Android/iOS) または 
testo 400 に接続できます。これにより、測定値をタブレット/スマートフォ

ンまたは testo 400 に表示できるだけでなく、測定の設定、開始/停止や

測定値を保存することができます。  
 

Pos: 1 8 /TD/Überschrifte n/3.1 Verwe ndung @ 0\ mod_11 76211 0164 37_79. docx @ 695 @ 2 @ 1  
 
Pos: 1 9 /TD/Überschrifte n/3.2 T echnische Daten @ 0\ mod_1176 2110 88437 _79. docx @ 704 @ 2 @ 1  
 

4 テクニカルデータ 
Pos: 2 0 /TD/ Leistung sbeschrei bung /Technische Date n/testo 42 0 Technische Date n @ 17 \mod_1 42563 1784 177_7 9.docx @ 209 831 @ 33 @ 1  
 
 
 

 
無線モジュールの使用は、使用する国の法律・規定の対象とな

ります。使用が許可されている国のみで使用可能です。 
計測器の使用者または所有者には、これらの規則と使用上の必

要条件を厳守する義務があり、特に無線使用許可のない国に

おいての再販、輸出、輸入などについて、全ての責任を負いま

す。 
 
 

 
項目  仕様  

測定項目 温度: °C   
湿度: %RH / td°C / WB°C 
風速 : m/s  
風量: m³/h / cfm / l/s 
絶対圧:  hPa / mbar / kPa 
差圧:  Pa / hPa /mbar / mmH2O / inH2O  

測定間隔 1 回/秒 

インターフェイス プローブ用ミニ DIN 
マイクロ USB 
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項目  仕様  

測定範囲 温度: -20～+60 °C 
湿度: 0～100%RH （結露のある環境で使用しな

いこと。高湿度環境（30℃時 80%RH 以上 12 時

間以内、30℃以上 60%RH 以上 12 時間以内）で

継続的に使用する場合は弊社 www.testo.com
にお問い合わせください） 
 

湿球温度: -20～+60 WB °C 
露点: -76～+60 td °C 
風速: 0～14 m/s 
風量: 50～4000 m³/h / 30～2350 cfm/ 

11～1100 l/s 
 

絶対圧: 700 ～ 1100 hPa 
 

差圧: -120 ～ +120 Pa 

分解能 温度: 0.1°C 
湿度: 0.1% RH 
風速: 0.01 m/s 
風量: 1 m³/h / 1 cfm 
絶対圧: 0.1 hPa / 0.1 mbar / 0.01kPa 
差圧: 0.001 Pa / 0.00001 hPa / 0.00001 mbar / 
0.0001 mmH2O / 0.000001 inH2O 

http://www.testo.com/
http://www.testo.com/
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項目  仕様  

精度  温度: ±0.5°C(0～+60°C) / ±0.8°C(-20～0 °C) 
 

湿度: ±1.8%RH + 測定値の 3% （+25 °C / (5 ～
80% RH 時） 
0.03%RH/K (0 ～ 60 °C) 
1%RH  ヒステリシス 
1%RH /年 ドリフト 
 

風速: 演算のため精度規程なし 
風量 1: 測定値の±3% + 12m³/h  (+22°C / 
1013hPa 時) (85～3500m³/h) 
絶対圧補償誤差: 測定値の±0.04%  /hPa  
1013hPa 基準 
 

絶対圧: ± 3 hPa 
 

差圧: 測定値の±2% + 0.5Pa ( 22°C, 1013hPa 時) 
絶対圧補償誤差: 測定値の±0.04% /hPa  
1013 hPa 基準 
 

 

最小給排気口サイズ：335 x 335 mm 

上記サイズより小さい給排気口では精度

にばらつきが生じることがあります。 
 

床から風量計底部までのスペースとして、

以下の高さ以上に保ってください。 

給気（室内に入る空気）の場合：風量計の

高さ x 1 

排気（室内から出る空気）の場合：風量

計の高さ ｘ 0.5 
 

 

 
1 仕様の精度は、標準 610x610mm フードで、ラボ環境で各補償をしたものとなります。 
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項目  仕様  

温度係数 湿度: ±0.03%RH/K (22°C 基準、 範囲 0～60°C) 
 

風量: 測定値の± 0.02% /K (22 °C 基準、 範囲 0～
60 °C) 
 

絶対圧: 測定値の± 0.02% /K (22°C 基準、 範囲

0 ～ 60 °C) 
 

差圧: 測定値の± 0.02% / K (22°C 基準、 範囲 
0 ～ 60 °C) 

応答時間 t90 温度: 約 45 秒 
湿度: 約 15 秒 
風速: 約 1 秒 
風量: 約 1 秒 
絶対圧: 約 1 秒 
差圧: 約 1 秒 

動作環境 保管温度: -20～+60°C  
動作温度: -5 ～ +50°C 
湿度: 0 ～ 100%RH  
気圧: 800 ～ 1100hPa 

ハウジング / 測定の

設定 
測定器のハウジング材質: ABS 
本体の材質: PP 
フードの材質: Nylon 
測定器のサイズ: 150 x 85 x 35 mm 
本体のサイズ: 510 x 456 x 148 mm 
フードのサイズ: 610 x 970 x 610 mm 
全重量：約 2900 g 

電源 4 x 1.5 V 単 3 乾電池（充電池も可能）  
電池寿命: 約 40 時間(ゼロ調整の間隔 10 秒、

バックライトオフ、 Bluetooth オフ) 

ディスプレイ タイプ: ドットマトリックス 
サイズ: 3.5 インチ 

規格 EU guideline: 2014/30/EU 
  

 



5 製品の詳細 

  11 

Pos: 2 1 /TD/Überschrifte n/4. Pr oduktbeschreibung @ 0\ mod_11 7377 48466 79_79 .docx @ 310 @ 1 @ 1  
 

5 製品の詳細 
Pos: 2 2 /TD/Überschrifte n/4.1 Übersi cht @ 0 \mod_1 1763 79946 003_7 9.docx @ 73 3 @ 2 @ 1  
 

5.1. 概要  
Pos: 2 3 /TD/Pr oduktbeschreibung/Übersicht/tes～ 4 20 Übersicht @ 17\ mod_14 25889 2432 59_79. docx @ 2098 67 @ 3 355 @ 1  
 

5.1.1. 測定の設定  

 
 

1 フード風量計 (標準フード 610 x 610 mm) 
2 手動測定用アクチュエーター 
3 測定器 testo 420 
4 測定ベース（本体） 
5 内蔵のストレーナー 
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5.1.2. testo 420 概要 

 
 

1 背面のバッテリー収容ボックス 
2 ディスプレイ 
3 操作ボタン 
4 プローブ用ソケット：ミニ DIN (測定ベースでの使用のみ) 
5 マイクロ USB ポート 
6 差圧用測定ポート 
 

測定器のステータスとアイコン: 

アイコン  意味 

    バッテリー残量 

 Bluetooth 

 /  /  測定モード: 

圧力測定、 ピトー管、 風量（フード内・給排気口

の気圧)  

Actual 実風量: 
その場の環境条件を使って演算した風量。内部

センサで実際の気圧を測ります。風量のアプリケ

ーションでは、ベースに内蔵している温湿度セン

サで温度を測定します。ピトー管での測定は、温

度の値を手動で入力します。 

Standard 標準風量: 
温度・気圧（NIST(米国標準技術局)に準拠した

21℃・1013hPa）が設定されて風量を演算します。 
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アイコン  意味 

K-factor 現在値を係数で演算します。給排気口によって

使います。  

Pitot Tube factor 
(P-factor) 

ピトー管係数は、一般的には同じですが、係数を

入力する必要があります。 
• テストーのピトー管: 1.00  
• 他社ピトー管: ピトー管のマニュアルを確認す

るか、メーカーに確認してください。 

 

コントロールキー 

キー  機能 

 メニュー 

[►, ■] 測定のホールド/開始/停止  

[ESC] 前の表示/測定画面に戻る 

 測定値の保存 

[►, ▲, ▼,◄] メニュー内でのナビゲーション操作 

[ ]  選択の決定 

 測定器の電源 ON/OFF(長押し) 
バックライト ON/OFF (短く押す) 

 
Pos: 2 4 /TD/Überschrifte n/5. Erste Schritte @ 0\ mod_117 37748 9503 9_79. docx @ 319 @ 1 @ 1   

6 使用の準備 
Pos: 2 5 /TD/Erste Schritte/tes～ 42 0 erste Schitte @ 17\ mod_1425 8919 39874 _79. docx @ 2 0990 1 @ 55 @ 1   

電池/充電池の装填 
1. バッテリーボックスの蓋を開ける。 
2. 電池/充電池を入れる (単 3 電池 x 4 本 / LR6 が同梱)。 
3. バッテリーボックスの蓋を閉める。 

 
 

 
長期間使用しない場合は、電池/充電池を機器から取り出して

から保管してください。 
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設定をする 
1.  を押してメニューを開きます。  
2. 必要なメニューの項目を選択します。►, ▲, ▼, ◄  
 
機能  

表示 説明 

►, ▲, ▼,◄ パラメータの変更、単位の選択 

 入力を決定 

 
 

メニューレベル 1 メニューレベル 2 メニューレベル 3 

アプリケーション 風量フード K-factor 

Actual/Standard 

ピトー管 Duct 

Pitot tube factor 

Pitot Temperature 

Actual/Standard 

差圧のみ -- 

測定プログラム 
  

単発測定 -- 

連続測定 2 -- 

連続/定時測定 (ピトー

管測定のみ) 
連続時間 3 

メモリ 新規フォルダ -- 

T420 フォルダ -- 

ディスプレイ 風量  on/off 

差圧 on/off 

 
2 最大 15 分、計測サイクル 1 秒 
3 最大 25 ポイント、各ポイント 1 分 
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メニューレベル 1 メニューレベル 2 メニューレベル 3 

温度 on/off 

風速 on/off 

湿度 on/off 

絶対圧 on/off 

機器の設定 言語 英/独/伊/仏/西  

バックライト自動オフ On/Off 

自動オフ On/Of 

Bluetooth On/Off 

日付／時刻 日付フォーマット  

時刻フォーマット 

日付・時刻 設定 

ダンピング（移動平均） 5 ～ 20 秒 

フード調整 給気 

排気 

ゼロ調整 1～20 秒 

機器のリセット -- -- 

 
Pos: 2 6 /TD/Überschrifte n/6. Pr odukt verwenden @ 0\mod_ 11737 7492 8554_ 79.docx @ 3 28 @ 1 @ 1   

7 製品を使う 
Pos: 2 7 /TD/Pr odukt verwenden/tes～ 420 /tes～ 42 0 - Blue～oth Überschrift @ 1 7\mod_ 14259 0083 4154_ 79.docx @ 20 9935 @ 3 @ 1   

7.1. Bluetooth®の on / off 
Pos: 2 8 /TD/Pr odukt verwenden/tes～ 420 /tes～ 42 0 - Blue～oth ein-ausschalten @ 17 \mod_1 4259 01047 781_ 79.docx @ 20 9970 @  @ 1  
 

 
 Bluetooth 経由で接続するためには、testo 400 (App バージョン

14.31 以降)またはタブレットやスマートフォン用の testo  Smart 
アプリ をインストールして行います。  

iOS 用の App は App Store で、Android 用の App は Play Store
に無料でダウンロードできます。 

使用条件は各アプリのストアーで確認できます。 
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testo 400 またはアプリを使用して測定を実行し、testo 420 のメ

モリに保存するか、testo 400 または testo Smart アプリに直接

保存することができます。Bluetooth 接続が testo 400/モバイル

機器との間で確立している間は、testo 420 で測定モードと保存

機能は使用できません。 

 

Bluetooth の起動 
1. ▲ を 3 秒間押します。  

- Bluetooth アイコンがディスプレイに表示されて Bluetooth が ON に

なります。 

- アイコンが表示されない場合は、10 分後 Bluetooth を off にします。 

あるいは  

1.  -> Device Settings -> Bluetooth,  ►/▲/▼ -> で選択して ON 。
で決定。  

- Bluetooth アイコンがディスプレイに表示されて Bluetooth が ON に

なります。  
- アイコンが表示されない場合は、10 分後 Bluetooth を off にします。 

 

ディスプレイ  説明  

 が点滅 Bluetooth の接続がない、もしくは接続を探して

いる。 

 点灯して表示 Bluetooth が接続状態。 

 の表示なし Bluetooth が OFF。 

 
Pos: 2 9 /TD/Pr odukt verwenden/tes～ 420 /tes～ 42 0 - Einstellunge n zur Messung @ 17\ mod_14 30119 9191 20_79. docx @ 212 857 @ 2 333 @ 1   

7.2. 測定の設定 
 

 
センサは溶剤（ケテン、エタノール、イソプロパルアルコール、ト

ルエンなど）や有機化合物などの揮発性有機化合物、高濃度

のガスなどに長時間さらさないでください。 

 

7.2.1. ダンピング (移動平均) 
測定値が大きくふらつく場合、測定値を安定させることができます。ダン

ピングの時間設定は、5～20 秒で設定ができます。  
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1.  を押して、Device settings から Gliding average を選択します。 
- ダンピングを 5～20 秒で設定します。  

7.2.2. フードの校正 
ここの入力は、校正機関が校正日を入力するためにあります。また、フー

ドの仕様に調整する給排気用の調整データを手動で入力できます。この

調整は、測定に直接的に影響します。入力は、 0.001～9.999 までの数

値です。 
1. を押して、Device settings から Hood adjustment を選択します。  
- フードの校正・調整は、給気と排気で設定できます。 

7.2.3. ゼロ調整の間隔 (自動ゼロ調整) 
圧力センサは、設定された時間間隔で自動ゼロ調整を行います。この間

隔は自動ゼロ調整から設定できます。  
1.  を押します。Device settings から Zeroing int を選択します。 
- ゼロ調整間隔は 1～20 秒で設定できます。 
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Pos: 3 0 /TD/Überschrifte n/Geräte Aufbau @ 17\ mod_14 2590 21625 61_79 .docx @ 210 174 @ 2 @ 1  
 

7.3. 風量測定のセットアップ 
Pos: 3 1 /TD/Pr odukt verwenden/test o 420/te sto 420 - Gerät aufbaue n @ 1 7\mod_ 14259 0334 6905_ 79.docx @ 2 10208 @ 555 @ 1  
 

標準のフード  
(610x610 mm（標準同梱）、 360x360mm（アクセサリ）)  

 
 

1. フードの下側の端をベースにかぶせます。対角に 2 箇所あるスナッ

プボタンをあわせます。 
2.  対角の 2 箇所のスナップボタンをとめます。  
3. フードを側面のベルトで締めます。  
4. 支柱（4 本）の短い部分と長い部分を銀色の端にねじ込みます。 
5. 支柱（4 本）を中に入れてベースの根本にさして、フードのマーキング

に合わせて対角にします。 
6. 支柱（4 本）の上側をフードのブラケットに差し込みます。  
- フードのセットアップが完了です。  
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大型フード  
(1220x610mm、 1220x305mm および 915x915mm、アクセサリ)  

 
 

1. アルミフレームを固定して、枠組みに合わせてフードを伸ばして合わ

せます。ゴムバンドが枠のくぼみにはまるようにします。ゴムバンドが

正しくくぼみにはまっているか、特に角の部分を確認して下さい。  
2.  フードの下側をベースにかぶせます。対角にスナップボタンがある

ので、合わせます。 
3. 対角 2 箇所のスナップボタンを閉めます。  
4. 側面にあるベルトを締めます。  
5. 支柱（4 本）の短い部分と長い部分を銀色の端にねじ込みます。 
6. 支柱（4 本）を中に入れてベースの根本にさして、フードのマーキング

に合わせて対角にします。 
7. 支柱（4 本）の上側をフードのブラケットに差し込みます。  
- フードのセットアップが完了です。  
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測定器の取付 

 
 

1. testo 420 をベースのホルダーに押し込みます。左右のブラケットに

沿うように注意して行ってください。 
Pos: 3 2 /TD/Pr odukt verwenden/test o 420/te sto 420 - Messen @ 1 7\ mod_ 1425 90341 3252 _79.docx @ 2 1024 2 @ 233 3225 552 @ 1  
 

7.4. 測定 

7.4.1. 風量測定 
✓ フードを取り付けます 
1. 測定器の電源を入れます。  
2. 測定器の設定で、風量フードを設定して、測定プログラムを選択しま

す。 Single measurement（単発測定） か Continuous measurement
（連続測定） 
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3. testo 420 の ►, ■ を押して、もしくは測定ベースの測定トリガで、測

定のホールド、開始、停止をします。  
4.  を押して、測定データを保存します。保存していないデータは、次

の測定を開始すると失われます。  
- 保存対象のフォルダとファイル名が表示され、  を押してその名前

でフォルダ内に保存されます。 

7.4.2. ピトー管の測定 
1. testo 420 を測定ベースから外します。 
2.  testo 420 とホースおよびピトー管を接続します。  
3.  -> Application -> Pitot tube ダクトサイズを選択して、ピトー管係

数、温度を設定して、actual（実測値） か standard（1 気圧、21℃の演

算値）を選択します。 
4. 必要な測定プログラムを選択します。 

 
時刻設定/マルチポイント測定プログラムにより、 [►, ■]を使用

して必要な測定ポイント数を記録することができます。測定を終

了するために、 [►, ■] を押して 3 秒間ホールドします。測定終

了前に、少なくとも１つの測定ポイントを記録する必要がありま

す。 

5. 測定を行います。  
6.   を押して測定データを保存します。保存していないデータは、次

の測定が開始すると失われます。  
- 保存対象のフォルダとファイル名が表示されて、  を押してその名

前でフォルダ内に保存されます。 

 
ピトー管係数は、一般的には同じですが、係数を入力する必要

があります。 

• テストーのピトー管: 1.00  

• テストーのストレート・ピトー管: 0.67 

• 風速マトリックス 0699.7077、ピトー管: 0.82 

•  他社ピトー管: ピトー管のマニュアルを確認するか、メーカー

に確認してください。 

 

7.4.3. 差圧測定 
1. testo 420 を測定ベースから外します。 
2. testo 420 にホースを接続します。  
3.  -> Application -> Pressure only 
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4. 測定を開始します。  
5.  を押して測定データを保存します。保存していないデータは、次

の測定が開始すると失われます 
- 保存対象のフォルダとファイル名が表示されて、  を押してその名

前でフォルダ内に保存されます。 

7.5. 保存 

 
最大で 99 計測値を１つのフォルダに保存できます。 

 
>  -> Memory ->  
- フォルダの概要がディスプレイに表示されます。New Folder で新規

フォルダを作成します。  

 
最大 100 フォルダを作成できます。 

 

フォルダを開く 
> 矢印キーを使い、目的のフォルダに行き  を押します。 
- 選択したフォルダが開いて、それぞれのファイルが表示されます。  

フォルダを削除する 
1.  矢印キーを使い、目的のフォルダに行き  を押します。 
2. メニューアイテムから、Delete Folder を選択して  で決定します。 
- 削除したいフォルダがディスプレイに表示されます。  
3. 再度  で決定してフォルダを削除します。キャンセルする場合は、

Esc を押します。  

ロギングフォルダとして設定 
この設定で、どのフォルダを測定値を保存する際の標準のフォルダとす

るか、決められます。 
 
 

 
標準の保存場所として設定されているフォルダは、黒でマークさ

れています。 
  

1.  矢印キーを使い、 目的のフォルダにいき  を押します。 
2. メニューアイテムの Set as Logging Folder を選択して、  で決定し

ます。 
- 選択したフォルダが標準の保存フォルダとして設定されます。 
- 保存場所は、保存の際に変更することができます。 
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全風量 
 
 

 
単発測定をフォルダに保存する場合、この機能を使うと全測定

の全風量が表示されます。  
 
 

1.  矢印キーを使い、 目的のフォルダにいき  を押します。 
2. メニューアイテムの total Volume Flow を選択して、  で決定します。 
- 単発測定と全風量が表示されます。  
3.  を押します。 
- 全風量の結果が保存されました。  
 

7.6. 測定データを PC に転送 

 
PC との接続中に Bluetooth 接続は不可能です。起動中の  

Bluetooth 接続は中断されます。 

 

 
PC は testo 420 をリムーバブルメディアとして識別します。フォ

ーマットが行われる場合は、ファイルシステムで FAT フォーマッ

トが常に選択されていることを確認してください。 

 
1. testo 420 を PC に USB ケーブルで接続します。  
- testo 420 が自動で電源 ON になります。PC にウィンドウが開きます。

testo420 に保存されたフォルダとファイルが表示されます。ファイル

は、ファイル形式 *.txt で開くことができます。 
 

Pos: 3 3 /TD/Überschrifte n/7. Pr odukt insta nd halten @ 0\ mod_117 3789 83136 2_79. docx @ 397 @ 1 @ 1  
 

8 製品のメンテナンス 
Pos: 3 4 /TD/Pr odukt insta nd halten/testo 42 0 - Gerät reinige n @ 17\ mod_1 42590 1136 654_7 9.docx @ 210 004 @ 2 @ 1  
 

8.1. 製品のクリーニング 
 
 

 
強いクリーニング剤や溶剤を使わないでください。中性洗剤など

をお使いください。 
 
 

>  本体が汚れた場合、 湿らせた布で清掃してください。 
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Pos: 3 5 /TD/Überschrifte n/8. Tipps und Hil fe @ 0\ mod_11 73789 8879 85_79 .docx @ 406 @ 1 @ 1  
 

9 トラブル・シューティング 
Pos: 3 6 /TD/Überschrifte n/8.1 Fragen und A ntworten @ 0 \mod_1 1774 02017 078_7 9.docx @ 10 93 @ 2 @ 1  
 

9.1. Q&A 
Pos: 3 7 /TD/Tipps und Hilfe/Fragen und Antworten/testo 42 0 - FAQ @ 17\ mod_142 59011 9981 8_79. docx @ 2100 38 @  @ 1  
 

エラー状態 考えられる原因と対策 

選択したパラメータで、値が

出ずに次のように表示され

る。(-----) 

センサがない。例えば、温湿度センサが

接続されていない。 

メニューであるパラメータを選

択した時に、注意メッセージ 
Not available が表示される。 

• そのパラメータは現在選択しているア

プリケーションで使用することができま

せん。 

• すでに４つのパラメータが表示されて

います。1 つのパラメータの表示を無

効にして、別のパラメータを有効にし

ます。 

• 計測器の[►, ■] が作動

しない。  

• 警告メッセージ  
「Function not 
available in Bluetooth 
mode」が表示される。  

• Bluetooth 接続が有効で、機器が

Bluetooth 経由で testo 400、タブレット

またはスマートフォンに接続されてお

り、アプリが起動しています。 

• アプリを終了するか、testo 400、タブ

レットまたはスマートフォンとの

Bluetooth 接続を終了してください。  

 
Pos: 3 8 /TD/Tipps und Hilfe/Fehler meldungen/testo 42 0 - Fehler meldunge n @ 17\ mod_14 2590 1306 195_7 9.docx @ 210 106 @ 2 @ 1  
 

 
Pos: 3 9 /TD/Überschrifte n/8.3 Z ubehör und Ersatzteile @ 0 \mod_1 1774 02058 734_7 9.docx @ 11 02 @ 2 @ 1  
 

9.2. アクセサリとスペアパーツ 
Pos: 4 0 /TD/Tipps und Hilfe/Zubehör und Ersat zteile/testo 42 0 - Zubehör und Er satzteile @ 17\ mod_14 2590 13905 45_7 9.docx @ 210 140 @  @ 1  
 

製品名 製品型番 

Testo 420 微差圧計 （単体） 0560 0420 

交換用フード 360x360 mm 0554 4200 

交換用フード 305x1220 mm 0554 4201 

交換用フード 610x1220 mm 0554 4202 

交換用フード 915x915 mm 0554 4203 

交換用フード 1200x1200 mm 0554 4204 
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製品名 製品型番 

フードの布カバー 610x610 0400 4200 

フードのアルミフレーム 610x610 0440 4204 

専用三脚 4m 0554 4209 

シリコンホース 5 m、 最大負荷 700 hPa  0554 0440 

差圧測定用シリコンフリーホース 5 m、 最大負荷 
700 hPa  

0554 0453 

ピトー管 500 mm、 Ø 7 mm、風速測定用、ステン

レス製 (別途ホースが必要)  
0635 2045 

ピトー管 350 mm、 Ø 7 mm、 風速測定用、ステン

レス製 (別途ホースが必要) 
0635 2145 

ピトー管 1,000 mm、  風速測定用、ステンレス製 
(別途ホースが必要) 

0635 2345 

接続ホース  0554 0453 

フード用支柱 0440 4201 

その他、アクセサリ、スペアパーツに関する詳細な情報は、製品カタログ

またはテストーのウェブサイトを御覧ください。 
Pos: 4 1 /TD/Tipps und Hilfe/Service -Infor matione n (für PoD)/ Kontaktdaten allge mein @ 3\ mod_1222 2642 20446 _79. docx @ 23423 @  @ 1  
 

何かご不明な点がありましたら、ご購入元の販売店かテストーにご連絡く

ださい。コンタクト先の情報は、テストーのウェブサイトにありますのでご確

認ください。 



10 許可証および認定証 

26 

10 許可証および認定証 
製品の認可については、以下の国別情報をご参照下さい。 
 

 

製品名 Testo 420 

型番 0560 0420 

国 内容 

オーストラ

リア 
 

E1561 

ブラジル 

 
 
Este equipamento não tem direito à proteção contra interferência prejudicial  
e não pode causar interferência em sistemas devidamente autorizados. 
 

カナダ 
Product IC ID: 12231A-05600420 
IC Warnings 

ヨーロッパ 
+ EFTA  

  

 

The EU Declaration of Conformity can be found on the testo 
homepage www.testo.com under the product specific 
downloads. 

EU countries:  
Belgium (BE), Bulgaria (BG), Denmark (DK), Germany (DE), Estonia (EE), Finland 
(FI), France (FR), Greece (GR), Ireland (IE), Italy (IT), Latvia (LV), Lithuania (LT), 
Luxembourg (LU), Malta (MT), Netherlands (NL), Austria (AT), Poland (PL), 
Portugal (PT), Romania (RO), Sweden (SE), Slovakia (SK), Slovenia (SI), Spain 
(ES), Czech Republic (CZ), Hungary (HU), Republic of Cyprus (CY).  
 
EFTA countries:  
Iceland, Liechtenstein, Norway, Switzerland 

日本 Radio 
                     

201-150304 
            
Japan Information 
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マレーシア Authorized 

ニュージー

ランド 

Authorized 

南アフリカ

共和国 

Radio Equipment Type approval number: TA-2016/3100 

韓国 

  MSIP-CMM-Toi-420  
KCC Warning 

トルコ Authorized 

UAE TRA number: ER80557/20 

英国 

 
The UK Declaration of Conformity can be found on the testo homepage 
www.testo.com under the product specific downloads. 

USA Product FCC ID:   2ACVD05600420 
FCC Warnings 

台湾 NCC: CCAB16LP2190T1 

Bluetooth 
SIG List 項目 仕様 

Bluetooth® Range 15 m (free field)  
(varies with the used mobile device) 

Bluetooth® type  LSD Science & Technology Co., Ltd 
 L Series BLE Module (08 Mai 2013) based on TI 
 CC254X chip 

Qualified  
Design ID 

B016552 
 

Bluetooth® radio class Class 3 
Bluetooth® company ID 10274 
Declaration ID D025736 
Member company Testo SE & Co. KGaA 

 

IC Warnings 
This instrument complies with Part 15C of the FCC Rules and Industry Canada RSS-
210 (revision 8). Commissioning is subject to the following two conditions: 
(1) This instrument must not cause any harmful interference and 
(2) this instrument must be able to cope with interference, even if 
this has undesirable effects on operation. 
 

Cet appareil satisfait à la partie 15C des directives FCC et au standard Industrie 
Canada RSS-210 (révision 8). Sa mise en service est soumise aux deux conditions 
suivantes :  
(1) cet appareil ne doit causer aucune interférence dangereuse et  
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(2) cet appareil doit supporter toute interférence, y compris des interférences qui 
provoquerait des opérations indésirables. 
 

FCC Warnings 
Information from the FCC (Federal Communications Commission) 
For your own safety 
Shielded cables should be used for a composite interface. This is to ensure continued 
protection against radio frequency interference. 
 

FCC warning statement 
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class C 
digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to 
provide reasonable protection against harmful interference in a residential installation. 
This equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy and, if not 
installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not 
occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful interference to 
radio or television reception, which can be determined by turning the equipment off and 
on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 
• Reorient or relocate the receiving antenna. 
• Increase the separation between the equipment and receiver. 
• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the 
receiver is connected. 
• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
 

Caution 
Changes or modifications not expressly approved by the party responsible for 
compliance could void the user's authority to operate the equipment. Shielded interface 
cable must be used in order to comply with the emission limits. 
 

Warning 
This device complies with Part 15 of the FCC Rules.  
Operation is subject to the following two conditions: 
(1) this device may not cause harmful interference, and 
(2) this device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation. 
 

KCC Warning 

해당 무선 설비는 운용 중 전파혼신 가능성이 있음 
 

Japan Information 
当該機器には電波法に基づく、技術基準適合証明等を受けた特定無線設備を装着している。 

 
 





 

 

 

 
 
 
 
 

株式会社テストー 
 
〒222-0033 横浜市港北区新横浜 2-2-15 パレアナビル 7F     TEL.045-476-2544(代表) 
・セールス TEL.045-476-2288       FAX.045-476-2277 
・サービスセンター(修理・校正)    TEL.045-476-2266       FAX.045-393-1868 
・ヘルプデスク                                         TEL.045-476-2547  
 
ホームページ: https://www.testo.com    e-mail: info@testo.co.jp 
 
 

 
testo 420 フード風量計 取扱説明書  0970 4200 JP 11 (02.2024） 

https://www.testo.com/
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